
（様式　５－２） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和元年度実施分） 地域振興局名： 平鹿地域振興局

（地域施策推進事業）

部　名 部長名 担当課 担当班名 担当者名 電話番号 事業名、事業期間 事業目的・必要性
事業費
（円）

委託・
負担金・

直営
事業実施状況 事業実施主体

事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業の効果
今後の課題及び

取組方向

ものづくり産業支援事業 平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

若者の県内定着促進事業 平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

総務企画部 小松　弘樹 地域企画課 地域振興班 袴田　洋介
0182-32-
0594

地元企業の強みを活か
し、地域の産業振興を推
し進めるため、自動車関
連企業をはじめとする地
元のものづくり企業の技
術向上やコスト低減等の
取組を支援し、トヨタ系列
企業等からの受注獲得や
取引拡大を目指す。

400,000 交付金

・秋田県南工業振興会の活動への補助。働き
方改革、業務効率化、生産性向上、企業組織
力のベースアップ効果を目的に次の研修を実
施。
・ISO9001内部監査員養成セミナー(9月、2回、
参加企業10社）
・ISO14001内部監査員養成セミナー（9月、2
回、参加企業10社）
・ものづくり企業ステップアップ研修（10月、参
加企業14社）
・貿易実務講座（11月、2回、参加企業9社）
・春の講演会（2月、参加企業25社）

横手市、県
管内企業、
秋田県南工
業振興会等

・秋田県南工業振興会主
催の生産現場向けのセミ
ナー、研修会などを計画
的かつ継続的に実施する
ことで、企業組織力の底
上げや人材育成等に寄与
しており、ひいては、県南
地区のものづくり企業の
生産技術力向上につな
がっている。

・県地域産業振興課輸送
機産業振興室、あきた企
業活性化センターなどと
協力し、平鹿管内の自動
車関連企業との繋がりを
密とし、情報の収集や提
供を継続して進めていく必
要がある。
・横手市と連携し、管内企
業に対して自動車関連企
業向けの各種セミナー、
勉強会等への積極的な参
加を促すとともに、企業の
更なる生産性向上、体質
強化等の支援にも努めて
いく必要がある。

総務企画部 小松　弘樹 地域企画課 地域振興班 袴田　洋介
0182-32-
0594

工場見学会や就職面接
会・企業説明会等を開催
することで、地元企業の魅
力や良さを知ってもらい、
また若者の職業観の醸
成、雇用のミスマッチ解
消、ひいては県内就職・地
元定着の促進を図る。

841,977 交付金

・高校生工場見学会の実施
（9月～2月、5回、参加生徒304名、見学先企
業延べ26社）
・高校教諭職場見学会の実施
（5月、11月、2回、参加教員31名、見学先企業
12社）
・横手市就職面接会・企業説明会の開催
（8月、1月、2回、参加事業所93社、参加求職
者92名）
・中学生向け企業説明会（小中学校教員工場
見学会を兼ねる）の実施
（8月、1回、参加事業所10社、参加生徒551
名、参加教員8名）
・高校２年生対象「横手のスゴイ企業発見!!ガ
イダンス」の開催
（2月、1回、参加事業所60社、参加生徒477
名）

横手市

高校生、小
中高学校教
員、一般求
職者等

・工場見学会や企業説明
会等において、企業が積
極的に自社のＰＲを行え
たことで、高校生や教員
が地元企業を知る良い機
会となり、参加者からは今
後も引き続き開催してほし
い旨の意見があった。

・新たに開催した中学生
向け企業説明会について
も、地元企業の仕事内容
や魅力を知り、将来の夢
や職業への関心・意欲を
高める良いきっかけとなっ
た。

・就職面接会・企業説明会
では、延べ165名が面談を
行い、21名が面談後の再
面接、13名が採用までつ
ながった。また、高2ガイダ
ンスでは、初めて保護者
の参加も対象として実施し
たところ、１名のみの参加
であったが、進学希望者
の保護者であった。（横手
高校全日制）

・平鹿管内の令和2年2月
末の高校生の県内就職率
は63.5％で前年より増加し
たものの、全県平均と比
較すると低い状況である。

・一方で、新型コロナウイ
ルス感染症が経済に与え
ている影響は大きく、雇用
情勢を見ても新規求人数
は減少傾向である。また、
人手不足感も依然として
見られることから、地域産
業を支える人材の育成・
確保に向けた取組を積極
的に展開していく必要が
ある。

・このため、引き続き各関
係機関と連携し、高校生
や学校教員などに対し
て、工場見学会、企業説
明会、インターンシップと
いった地元企業の魅力を
伝えられる機会を継続的
に提供し、また、早い段階
からの地元企業の理解促
進のため中学２年生を対
象とした企業説明会等を
実施するなど、雇用のミス
マッチ解消、県内就職・地
元定着が促進されるよう
努めていく。

・横手市と連携し、ハロー
ワークや県立学校等の各
関係機関と協力の上、地
域産業を支える人材の育
成・確保の支援について、
積極的に展開していく必
要がある。
当ガイダンスの参加者は
就職希望者がほとんどだ
が、来年度は生徒も保護
者も進学希望者の参加に
力を入れていきたい。
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（様式　５－２） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和元年度実施分） 地域振興局名： 平鹿地域振興局

（地域施策推進事業）

部　名 部長名 担当課 担当班名 担当者名 電話番号 事業名、事業期間 事業目的・必要性
事業費
（円）

委託・
負担金・

直営
事業実施状況 事業実施主体

事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業の効果
今後の課題及び

取組方向

「まんが原画と増田の町
並みを活かした交流人口
拡大プロジェクト」フォロー
アップ事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

横手のうまいもの販路拡
大推進事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

総務企画部 小松　弘樹
地域企画課
（横手の魅
力営業課）

地域振興班 佐藤　淳一
0182-32-
0594

農業生産者や加工業者に
対し、商談会や実需者と
のマッチングの機会を提
供することで販路拡大を
支援し、地域農業の安定・
発展に寄与する。また、横
手市産品のＰＲや物産振
興を図るため、機能合体
のメリットを活かした広域
連携などによる、首都圏
や仙台圏での物産展を実
施し、消費者ニーズの把
握と横手市産品の認知度
向上に寄与する。

1,962,000 交付金

○観光物産展
（9回、横手管内の事業者の売り上げ
3,802,068円）
・仙台市卸町ふれあい市（4月、参加事業者数
3者）
・湯沢雄勝広域観光キャンペーン（6月、参加
事業者数1者、仙台市）
・ワンダフルバザールあきた散歩（9月、参加
事業者数5者、ＪＲ秋田駅）
・ワンダフルバザールあきた散歩（10月、参加
事業者数4者、ＪＲ秋田駅）
・仙台市卸町ふれあい市（10月、参加事業者
数3者）
・よこまる（yokote yotteke marche）（10月、参
加事業者数6者、ＪＲ秋田駅）
・秋のいろどりマルシェ（11月、参加事業者数7
者、仙台市）
・「リトルよこて」ディナーショー（1月、参加事業
者数1者、東京都）
・「リトルよこて」いぶりがっこ祭り（1月、参加事
業者数4者、東京都）
○商談会
・あきたの観光と食ＰＲ商談会（8/29、出展事
業者数7者、東京都）
・ビジネスマッチ東北2019（11/7、出展事業者
数4者、仙台市）
・いぶりがっこ祭り・いぶりがっこ商談会
（1/17、出展事業者数3者、東京都）

横手市

農業生産
者、加工事
業者、小売
事業者、食
品ﾊﾞｲﾔｰ、
一般消費者

・仙台圏商談会に横手市
としてブース出展し、新た
な取引を創出したほか、
実需者が求める商品につ
いてのマーケティング調査
ができた。また、物産展の
開催により市内事業者へ
のテストマーケティングの
場を提供し、一般消費者
に横手産品のＰＲができ
た。

・「横手への想い」醸成を
狙った「リトルよこてディ
ナーショー」では、横手の
食材を使用した料理や地
酒の提供と秋田民謡で横
手の空気感を演出したこ
とで、ロイヤルカスタマー
である応援市民の獲得に
つながった。

・令和元年度に初めて参
加した仙台圏商談会につ
いては出展者の反応も良
く、令和2年度の出展意欲
もあるため引き続き参加し
たい。ただし、将来的に有
効な商談の心得を学習し
てもらうため、事前セミ
ナーの受講を必須条件と
する。

・物産展の実施について
は、継続して行うことによ
り横手市産品のＰＲにつな
がるとともに、生産者が消
費者の声を直接聞くことが
できる貴重な機会であり、
生産意欲の向上や商品の
ブラッシュアップが期待さ
れる。

総務企画部 小松　弘樹 地域企画課 地域振興班 飯塚　伸
0182-32-
0594

横手市が進めてきた未来
づくり協働プログラム「ま
んが原画と増田の町並み
を活かした交流人口拡大
プロジェクト」の取組のフォ
ローアップを行う。まんが
美術館が令和元年５月に
リニューアルオープンした
後も、横手市ではマンガを
活用したまちづくり事業と
して町の賑わい創出や美
術館の情報発信等に取り
組んでいるため、県も協働
で取り組みを支援する。

48,223 直営

県内各地において、まんが美術館や内蔵のあ
る町並みの紹介パネルの展示、マンガ原画レ
プリカの展示、チラシ・パンフの配布、認知度
アンケートを実施。
・県庁１階渡り廊下（7/31～8/8）
・北都銀行鹿角支店待合スペース（8/19～26）
・道の駅かみおか休憩所（8/27～9/2）
・秋田犬の里イベントコーナー（9/3～10）
・道の駅ふたつい多目的ホール（9/11～20）
・道の駅にしめ１階ホール（9/24～10/1）
・角館駅隣「スタシオン」休憩スペース（10/9～
11/8）

県

ＰＲ展開催
地域の住
民、展示会
場を訪れた
観光客等

・ＰＲ展を訪れた住民と話
をすると、特に、新しくなっ
たまんが美術館に興味を
持っている人が多く、知名
度も前年よりも向上してい
ると実感できた。

・一方アンケート調査で
は、美術館の知名度は回
答者の3分の2の人が
「知っている」と答えたが、
「リニューアル後に行った
ことがある」と答えたのは
4％と低い結果となった。
町並みについても「知って
いる」が5割いたが、内
「行ったことがある」は6割
弱であり、「知ってはいる
が行ったことがない。（い
つか行ってみたい。）」とい
う傾向が高いことが判明し
た。

・ＰＲ展は横手市と増田近
隣の湯沢市を除いた全県
各地域で実施したが、会
場によって人数にばらつき
が見られ、会場選定に難
しさがあった。また、できる
限りその地域のイベントや
祭で人手が増える時期に
合わせて計画したが、展
示場所や見せ方が悪いと
ＰＲ効果が薄れてしまうと
感じた。

・今後も横手市の取組を
フォローするかたちで効果
的なＰＲを実施しながら、
知名度アップだけではな
く、いかにして足を運んで
もらうかも検討する。
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（様式　５－２） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和元年度実施分） 地域振興局名： 平鹿地域振興局

（地域施策推進事業）

部　名 部長名 担当課 担当班名 担当者名 電話番号 事業名、事業期間 事業目的・必要性
事業費
（円）

委託・
負担金・

直営
事業実施状況 事業実施主体

事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業の効果
今後の課題及び

取組方向

機能合体による広域観光
推進事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

健康増進のための受動喫
煙防止対策事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

地域農産物加工食品開発
事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

農林部 進藤　隆
農業振興普

及課
担い手・経

営班
石川　裕之

0182-32-
9501

増田高校では加工施設を
有していないことや、６次
産業化の専門知識を有す
る教諭が不在であること
から、生徒の６次産業化
への意欲に対応できてい
ない。また、平鹿地域での
伝統料理が若い方々に受
け継がれにくい状況下で、
研修を通して様々な知識
を吸収させ、農業に興味
を有する増田高校生に伝
統料理を理解してもらう必
要がある。

273,458 直営

・地域食材等を活用した新商品「米飴」開発・
検討
（4月～6月、5回、参加生徒延べ20名）
・伝統食品（「野菜寒天」、「笹餅」、「芋の子
汁」、「巻き寿司」）加工技術研修
（1月～2月、4回、参加生徒延べ34名）

県 増田高校生

・増田高校生の６次産業
化や伝統料理についての
理解が増しただけではな
く、農業についての可能性
についても増加した。

・研修後、高校生からは農
業関連の勉強や職業につ
きたいという声もあった。

・一定の効果は認められ
たが、生徒は毎年進級し
入れ替わるため、継続し
た支援が必要と思われ
る。令和2年度からは、6次
産業化支援に特化し、農
業者との連携による支援
を行う。

総務企画部 小松　弘樹

地域企画課
（横手市観
光おもてな

し課）

地域振興班
菊池崇文

0182-32-
0594

台湾をはじめとした外国
人観光客が年々増加して
いるが、横手市では受入
態勢が十分ではないこと
から、案内板やガイド等外
国人が安心して観光・滞
在できる地域づくりを目指
す。また、令和元年5月に
リニューアルオープンした
増田まんが美術館と町並
みを相互に楽しめる情報
発信、環境整備が不足し
ていることから、誘客促進
を図るためのＰＲを行う。

1,436,000 交付金

・観光施設多言語案内板作成
（1月、かまくら館、英語及び中国語3枚、2月、
横手公園展望台の館内、英語及び中国語11
枚）
・外国人観光客向けリーフレット作成
（2月、1250部×4言語（英語、中国語繁体字、
中国語簡体字、タイ語）を作成し雪まつりで配
布）
・まんが美術館リニューアルオープンＰＲ
（北海道教育旅行誘致説明会（8月）、ツーリズ
ムＥＸＰＯジャパン（10月）に参加し、まんが美
術館と連携したＰＲを実施。）
・接遇講習会の実施
（8/29、〈第１部〉インバウンド対応にかかる取
組事例の紹介、〈第２部〉マナー・立ち居振る
舞い実技講習、参加者：市内事業者延べ18
名）
・観光ＰＲ用ノベルティの作成
（缶バッジ2400個、クリアファイル1300部等）
・県南３振興局が連携実施した「雪まつりスタ
ンプラリー」への商品提供

横手市
外国人観光
客、一般県
民等

・観光施設多言語案内板
の設置により、外国人観
光客がよりスムーズに観
光できるようになった。

・外国人観光客向けリーフ
レットの作成・設置により、
案内人がいなくても観光
地を案内できるようになっ
た。また、これまでなかっ
た言語のリーフレット作成
により、中国・タイ向け商
談会等でもＰＲツールとし
て活用できるようになっ
た。

・接遇講習会では、講師よ
り外国人観光客を迎える
にあたって取り組んできた
ことや環境整備等の経験
談を話していただくこと
で、参加した市内事業者
の受入態勢整備の機運醸
成を図るとともに、作法を
学ぶことで個々のスキル
アップにつながった。

・各イベント等において、リ
ニューアルしたまんが美
術館と、隣接する内蔵の
ある伝統的な町並みを合
わせて紹介することで、認
知度向上と幅広い年齢層
の観光客を呼び込むため
のＰＲができた。

・横手市を訪問する観光
客は隣県からが多い傾向
であり、市内に立ち寄って
も宿泊しない通過型の観
光客が多い。また、市内
に年間を通じて宿泊・誘客
を呼び込めるような観光
施設やイベントが少ない。

・令和2年度の取組とし
て、仙台圏等をターゲット
に据えた観光ＰＲを行う。
また、湯沢市・東成瀬村
等、近隣市町村の観光地
も含め広域で観光ＰＲを行
うことで、より多くの誘客を
図っていく。

・まんが美術館ＰＲや接遇
講習について継続して実
施する。

福祉環境部 南園智人
健康・予防

課
健康・予防

班
飛澤　悟

0182-32-
4006

秋田県のがん死亡率は22
年連続全国ワーストであ
る。平成28年の横手市の
がん死亡率は全県の数値
よりも高く、さらに喫煙が
主たる原因と言われてい
る気管支や肺のがん死亡
率も高い状況である。ま
た、令和2年4月に改正健
康増進法及び秋田県受動
喫煙防止防止条例が全面
施行されることにより、多く
の飲食店及び事業所にお
いて望まない受動喫煙の
対策を講ずる義務が生じ
ることから、住民に対して
の新制度に対する周知は
急務である。

432,450 直営

・横手地域受動喫煙防止に関する検討会の開
催
（6月、11月、2回、参加委員延べ12名）
・禁煙教室の開催
（9～1月、3回、参加者数延べ60名）
・横手地域受動喫煙防止対策セミナー
（2月、1回、参加者数57名）
・飲食店等への啓発資材の配布
（687ヶ所）

県

一般住民、
管内飲食
店・事業所
管理者等

・法改正等について主に
飲食店を対象にリーフレッ
ト等の配布並びに横手地
域受動喫煙防止対策セミ
ナーを実施したところ、受
動喫煙防止に関する意識
の醸成を図ることができ
た。また、セミナーについ
てはテレビ局の取材もあ
り、波及効果は大きいと考
える。

・喫煙者を対象に禁煙教
室を開催したところ、受動
喫煙防止の意識が向上さ
れたと実感した。

・改正健康増進法等の全
面施行により各種施設に
対して受動喫煙に関する
規制が強化されるため、
喫煙者に対する受動喫煙
防止を促すサポートが必
要であることから、引き続
き禁煙教室を実施する。

・県民に対して新制度の
周知が徹底されていると
は言いがたいことから、飲
食店や事業所に対して改
めて周知を図り、さらに実
情を把握するためアン
ケート調査と事業所訪問
を実施する。
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効率的な経営を目指す担
い手の確保・育成事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

菌床しいたけ栽培のIoTの
導入による経営発展事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年2月29日

令和2年5月20日

農林部 進藤　隆
森づくり推

進課
林業振興班

佐々木　紀
之

0182-32-
9505

当地域の菌床しいたけ栽
培は、周年栽培が増加し
ており、県内における一大
産地となっている。品質は
市場の高い評価を得るま
でになってきているが、栽
培施設の管理（温度・湿度
等）面は、栽培経験が長
い人ほど経験と勘に頼っ
ている場合が多く、データ
蓄積（可視化）している生
産者は少ない。そこで、
IoTを活用した栽培環境
データの取得・蓄積・分析
を行い、確実かつ効率的
な管理体制に移行させる
ことで、より経営の安定化
を図るとともに、産地とし
て築き上げてきた栽培技
術を次の世代へ確実に繋
げて行く体制の構築を目
指す。

565,800 直営、委託

菌床しいたけ生産IoT活用実証事業業務委託
　関係機器購入、菌床しいたけ生産者と営農
指導を担うＪＡ、種菌メーカー及び生産体制等
を支援する県、市との連携によるしいたけ栽
培におけるIoT活用の実証事業。
・IoT機器設置（撤去）：２箇所（旧平鹿町・雄物
川町）
・データ取得期間：令和元年6月～令和2年1月
・測定データ因子：栽培施設の温度・湿度・照
度、菌床内温度
・測定データの蓄積、可視化データの報告

実証事業の報告会（９月、参加者数12名）
　IoT機器を設置している生産者、ＪＡ、市、県
関係機関が集まり、それまで蓄積・可視化され
たデータと実際の適正温度帯との比較等か
ら、栽培管理のあり方を検討し、IoTによる管
理の有効性について議論した。

県、ＪＡ秋田ふ
るさと、菌床
メーカー、ＮＴＴ
東日本、横手
市

菌床しいた
け生産者

・蓄積された栽培環境
データは、目に見えるデー
タとしての分析が可能で
あり、生産者とＪＡ等営農
指導がより深く技術的な
話が出来るようになった。

・栽培上懸念される夏場
の高温障害対策には、今
回実証で取り入れたア
ラート機能が有効であると
生産者、ＪＡ両者からの評
価を得た。

・管内の栽培施設は一様
ではないことから、実証件
数を増やし分析する必要
がある。

・培養センターは、生産者
が使用する菌床を製造し
ており、培養期間中の温
度、二酸化炭素濃度等の
因子がしいたけ発生に影
響を与えることから、実証
試験を行う必要がある。

・将来的に生産者自らが
経営の安定化を図ること
を目的に積極的にIoT機
器を導入し、県が作成す
るマニュアルに基づき菌
床しいたけ栽培に取り組
み、生産品質の安定・向
上を図るとともに、量と品
質で他産地を圧倒する全
国トップブランドを目指す。

農林部 進藤　隆

農業振興普
及課

（横手市農
業振興課）

企画・振興
班（農業政

策係）

佐々木　一
貴

0182-32-
2112

・米価の下落や各種交付
金の廃止等、農業を取り
巻く状況がますます厳しさ
を増すなか、今後の経営
安定化に向け、経営管理
能力向上のための対策を
講じる。
・農業次世代人材投資資
金事業を活用する新規就
農者が増加してきている
が、経営基盤の脆弱性が
みられることから、経営管
理能力別に農業簿記講
座、新規就農者向けに販
路拡大のための研修会を
実施し、経営安定化を支
援する。

320,000 交付金

担い手経営サポート事業
・【基礎講習】農業簿記の基礎及び簿記の活
用方法についての講習を実施
（11月～12月、4回、参加者数11名）
・【初級講習】パソコン農業簿記の基礎知識の
習得
（11月～1月、2回、参加者数25名）
・【実践講習】農業簿記ソフトを活用した経営分
析方法等の講習を実施
（2月、参加者数12名）
新規就農者レベルアップ事業
・商品の魅力発信、SNSを活用した販売力アッ
プのための研修会を実施
（2月、参加者数28名）

横手市

農業次世代
人材投資資
金受給者等
の若手農業
者、認定農
業者、農業
法人・集落
営農組織の
代表者・会
計担当者等

・農業における複式簿記
の基礎やパソコン農業簿
記に関する講習では、参
加人数が延べ48名とな
り、住民のニーズは変わ
らず高いものがある。

・農業簿記の基礎講習に
おけるアンケート結果で
は、内容については９割
が良いと回答しており、平
均の内容理解度は６割と
なった。また、管内農業者
からの参加要望が多いた
め、市独自予算により、パ
ソコン農業簿記講習を2日
間開催した。

・新規就農者向けの研修
会のアンケート結果でも、
内容について９割が良い
と回答しており、理解度は
８割が良いと回答した。

・令和元年度からの消費
税軽減税率制度や電子帳
簿保存による青色申告特
別控除等、地域農業の担
い手である若手農業者を
中心に、より安定した農業
経営を営んでもらうために
も簿記記帳による経営改
善が重要となる。

・農業者の高齢化等によ
り農業従事者数の減少が
続いており、農業経営の
効率化、経営基盤の強化
及び販売力強化への取り
組みは重要であるため、
農業経営を改善するため
の研修等を引き続き行う
必要がある。
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若手技術者Cターン事業 平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和元年11月30日

令和2年5月20日

「山と川のある町」アダプト
プログラム事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

住民の命を守る防災意識
醸成事業

平成31年4月1日

令和元年6月1日～
令和元年11月30日

令和2年5月20日

建設部 鈴木　護
企画・建設

課
企画監理班 沼田　哲務

0182-32-
6205

新規高校卒業者の県内就
職状況において、建設業
における充足率が17.2％
（H30.3時点）と全産業平
均の35.6％と比較して低
い状態にあることから、建
設業の持続的発展のため
には、将来を見据えた人
材の確保及び育成が不可
欠となっている。また、若
者等の秋田への定着を図
る必要があるため、出前
講座や現場見学会を実施
し建設業が担っている社
会的意義や魅力を伝え
る。

153,030 直営

・出前講座・現場見学会
（6月、雄物川高校、参加生徒42名）
（11月、増田中学校、参加生徒83名）
・現場見学会
（11月、よこて建設女子会、参加者32名）

県、平鹿建設
業協会

横手市内の
高校生及び
中学生等

・教育委員会や各学校か
ら防災教育・職業教育の
場として高い評価を受け、
令和２年度の実施につい
ても要望されている。

・生徒に建設業に対して
関心を持たせるために
は、出前講座と現場見学
会を併せて実施した方が
効果的であるとのアドバイ
スを学校から受けており、
令和２年度についても両
方の実施で予定してい
る。

・今後も教育関係者の意
見・要望も参考にしながら
内容の充実を図り、建設
業の充足率向上に努めて
いく。

建設部 鈴木　護 用地課
用地・管理

班
佐藤　守

0182-32-
6208

社会貢献に意欲・関心を
持つ団体と行政が協働し
て、建設部が管理する道
路・河川の美化・維持管理
活動を行い、良好な道路・
河川環境を作ることによ
り、地域の共有財産であ
る道路・河川への愛着を
深め、利用者のマナー向
上を図るもの。

134,650 直営
花壇維持、清掃活動、草刈り等の実施
（4月～10月、22回、活動団体6社、参加人数
688名）

県
当事業の趣
旨に賛同す
る団体

・アダプト活動により良好
な道路・河川環境が維持
されており、環境づくりに
対する周辺住民への波及
効果も高い。

・横手市や経済団体等と
連携しながらアダプト制度
の周知を図り、取組の一
層の拡大を進める。

建設部 鈴木　護
保全・環境

課
河川保全班 堀井　克則

0182-32-
6210

近年、全国各地で台風、
豪雨、地震等による災害
が発生し、甚大な被害を
及ぼしている状況から、住
民の安全安心を確保する
ために、防災意識の向上
が不可欠であることから
継続的な啓発活動が必要
である。

233,000 直営

・土砂災害・全国統一防災訓練
（6月、参加住民116名（横手市大屋寺内・鬼嵐
地区））
・大松川ダム見学会
（6月～9月、8回、参加生徒等299名）
・土砂災害啓発パネル展示
（6/17～28）

県、横手市
市民、
小学生等

・ダム見学会に参加した
小学生は興味を持って講
話を聞いており、土砂災
害の意識付けに役立って
いる。

・６月の全国統一防災訓
練時に、避難場所で学習
会を実施したところ、消防
団による実演（簡単にでき
る担架等）が好評であっ
た。

・講話方式での啓発は今
後とも継続していくが対応
回数に限りがあり、防災
意識の向上を図るには定
期的に何度も話を聞いて
もらう必要があり、浸透に
時間がかかる。

・土砂災害の防災意識醸
成のきっかけとして、来訪
者の多いかまくら館にパ
ネルを展示した結果好評
であったため、令和2年度
は展示期間の延長を検討
する。

・今後は災害時（避難時、
避難場所等）に役立つ
グッズや方法を紹介する、
実演型の出前講座を検討
する。
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